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 国語パートでは「自分の考えを持ち、それを表現するのにふさわしい表現方法を選んで伝

えていく子」を育てていきたいと考えております。その姿に迫るために「基本的な言語能力

を習得させ、多様な場面で、その能力を活用できる子」というテーマを設定しました。 
授業では文章を読む学習で身に付けた力や前年度までに学習して身に付けてきた力を、書

く場面で活用できるように研究を進めています。子どもたちが「書く」学習を行う際には、

以下のような段階を踏んで学習を進めていきます。 
取材 書く材料を集めます。 
構成 文章のまとまりやつながりを考えます。 
記述 実際に文章や詩を書きます。 
推敲 書いた文章を読み返したり直したりします。 
交流 書いたものを読み合ったり発表したりします。 
 それぞれの段階で基礎的な力を身に付け、自分の考えを書き表せるように指導しています。 
５年生では「言葉の研究レポート」という学習を６月に行いました。 
 

 
「かばやき」の「かば」って何だろう・・・。 
「どうしてくつの上にはくのに『くつ下』なんだろう。」 
「ハンバーグは円いのにどうして『半バーグ』なんだろう。」 
 

言葉の語源や使われ方は様々です。自分が調べ

てみたい言葉をいくつか集めて調べ（取材）、調べ

たことがらをレポート形式のメモにまとめました

（構成）。レポートの書式に沿って研究レポートを

書き（記述）、自分や友達の作品を読んで加除訂正

をします（推敲）。最後に発表原稿と発表資料を作

成して研究発表会を行いました（交流）。 
 取材でたくさんのメモを集める児童、「早く書き

たい」という意欲を見せる児童、家で発表練習を

する児童等、自分の考えを進んで表現しようとす       

る姿がたくさん見られました。 
 
【メモをもとにしてレポートを書いています】 

 
 
 

 


